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I.  は じ め に  

集 中 治 療 の 進 歩 に よ り 、 重 症 患 者 の ⽣ 存 率 は ⾶ 躍 的 に 改 善 し て い る も の の 、
集 中 治 療 室 （ Intensive Care Unit;  以 下 ICU） よ り 退 室 し た 患 者 の Quality Of 
Life (QOL)の 低 下 が 指 摘 さ れ て い る 。 ICU 退 室 後 に ⾝ 体 障 害 、 認 知 機 能 障 害 、
そ し て ⼼ 的 外 傷 後 ス ト レ ス 障 害 、 不 安 や 抑 う つ な ど の メ ン タ ル ヘ ル ス の 問 題 が 患
者 の QOL 低 下 の 要 因 と 考 え ら れ て い る 。 メ ン タ ル ヘ ル ス の 問 題 の 要 因 と し て 、
ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト と の 関 連 が ⽰ 唆 さ れ て い る 。 ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト は ス ト レ ス
と 関 連 し 、 サ ポ ー ト が 利 ⽤ 可 能 で あ る と い う 信 念 に よ っ て 、 ス ト レ ス フ ル な イ ベ
ン ト が 健 康 に 与 え る 影 響 を 低 減 さ せ る と さ れ て い る 。 し か し 、 本 邦 に お い て
ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト が ICU 退 室 後 の メ ン タ ル ヘ ル ス に 与 え る 影 響
に 関 し て の 検 討 は 皆 無 で あ る 。 ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト と ICU 退 室 後
の メ ン タ ル ヘ ル ス の 症 状 と の 関 連 を 明 ら か に し 、 ICU 退 室 後 の 抑 う つ 症 状 に 関
す る 予 測 モ デ ル を 作 成 す る こ と を ⽬ 的 と し た 。  

 
II.  研 究 ⽅ 法  
・  研 究 デ ザ イ ン ： 前 向 き コ ホ ー ト 研 究  

被 験 者 が ICU ⼊ 室 後 2 ⽇ 〜 ICU 退 室 後 2 週 間 以 内 に 、 ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー ト に 関 す る 調 査 票 （ DSSI-J） を 実 施 し た 。 ICU ⼊ 室 中 の 情 報 は 診 療 録 か
ら 収 集 し た 。 ICU 退 室 か ら 3 カ ⽉ 後 、 メ ン タ ル ヘ ル ス に 関 す る 調 査 票 （ IES-R、
HADS）を郵送し 、ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト と ICU 退 室 後 の メ ン タ ル ヘ
ル ス の 関 連 を分析し た 。更に ICU 退 室 後 の 抑 う つ 症 状 に 関 す る 予 測 モ デ ル を 作 成
し た 。  
・  対象：関東地⽅ の特定集 中 治 療 室管理料を取得し て い る 内 科・外 科 ICU に 48
時間 以上連続し て ⼊ 室 し た 18 歳以上の 患 者 。  

・  分析⽅ 法  
「分析 1」：主要評価項⽬ は 、⽬ 的変数を IES-R の得点、説明変数を DSSI-J 得点、
年齢、性別、教育年数と し て 、⼀般化線形モ デ ル （GLM）、確率分布 (fam i ly)=正
規分布 (gaussian)、リンク関数= identity を ⽤ い て分析し た 。副次評価項⽬ は 、 ⽬
的変数を 不 安 症 状 、抑 う つ 症 状 の得点、説明変数を DSSI-J 得点、年齢、性別、教
育年数と し て 、⼀般化線形モ デ ル（GLM）、確率分布 (fam i ly)=正規分布 (gaussian)、
リンク関数= identity を ⽤ い て線形予 測⼦を構築し た 。  
「分析 2」：HADS の 抑 う つ得点 8 点以上で あ る「抑 う つ あ り」をアウト カムと し 、



ステップワイズ法 を ⽤ い て 予 測変数を決定し 、ロジスティック回帰モ デ ル を 作 成
し た 。Bootstrap 法 を ⽤ い て 作 成 し た ICU 退 室 後 3 ヶ⽉ で の 抑 う つ の 予 測 モ デ ル
の 予 測 能 を 検 討 し 、Bootstrap 検証の結果を ⽤ い て Calibration 図を 作 成 し た 。  
 
III .  結果  
「分析 1」： 153 名 の 患 者 を登録 し 、 115 名 を分析対象と し た 。 ICU 退 室 3 か ⽉ 後
の PTSD 症 状 、 不 安 、 抑 う つ 症 状 の有病率 は，そ れぞれ 11.3％、 14.0、 24.6％で
あ っ た 。PTSD 症 状 、 不 安 、 抑 う つ 症 状 に 関 し て年齢、性別、教育年数に よ る交
絡を 調整し た⼀般化線形モ デ ル を ⽤ い た多変量解析の結果、PTSD 症 状 、 不 安 に
関 連 す る独⽴ 因⼦は な か っ た 。抑 う つ 症 状 に 関 し て は 、⼥性（β  =  0.268,  95%  信
頼区間 :  0.005 to  0.531 ,  p  =0 .046） と ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト （β  =  -0.018,  95%  信
頼区間 :  -0.029 to  -0.006,  p  =0 .002） が 抑 う つ 症 状 と 関 連 す る独⽴ 因⼦だっ た 。  
「分析 2」： ステップワイズ法 に よ り DSSI-J 得点（オッズ⽐:0.961 ,  95%  信頼区
間 :  0.924 to  0.998,  p  =0 .040） とミダゾラム総投与量（オッズ⽐:  1.010 ,  95%  
信頼区間 :  0.996  to  1.030 ,  p  =0 .151） を 予 測 因⼦と し て 予 測 モ デ ル を 作 成 し た 。
Bootstrap  法 で得ら れ た AUC は 0.653 で あ り 、正確性は得ら れ な か っ た 。 モ デ
ルパフォーマン ス の過⼤評価（ Opt im ism） は 0.1135 で あ り 、 Overfitt ing で は
な い こ と が確認 さ れ た が 、⼗分な 予 測 能 が得ら れずノモグラムの 作 成 に は⾄ら な
か っ た 。  
 
IV .  考察  

ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト は 、ICU 退 室 後 の PTSD 症 状 に 関 連 し な い 可
能性が あ る 。 トラウマ体 験 は特定の対処反応を必要 と す る た め 、 ICU 患 者 の トラ
ウマ体 験 の違い や そ の 体 験 に応じ た必要 と す る サ ポ ー ト が異な る こ と が ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー ト に よ る PTSD 症 状 の 低 減効果に 影 響 し た 可 能性が 考 え ら れ る 。ICU 患
者 の トラウマ体 験 や必要 と す る サ ポ ー ト は何か を把握し 、必要 な時に必要 な ソ ー
シ ャ ル サ ポ ー ト を提供す る こ と が 重 要 で あ る 。⼀⽅ ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ
ー ト は 、ICU 退 室 後 の 抑 う つ 症 状 の 関 連 因⼦と な る 可 能性が あ る 。ICU ⼊ 室 前 か
ら ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト の 低 い 患 者 は 、 ICU 退 室 後 も注意を払う必要 が あ り 、 患 者
の視点か ら も ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト を捉え る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 ICU
退 室 後 の 抑 う つ 症 状 を 予 測 す る た め に は 、 予 測 因⼦が 不⾜し て い る 可 能性が あ る
こ と が 明 ら か と な っ た 。特に 患 者 の性格や思考 、 ス ト レ スへの対処な ど ⼼理的 な
特徴の 影 響 を 考慮す る必要 が あ る 。  

 
V .  結論  

ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト は 、ICU 退 室 後 の PTSD 症 状 と 関 連 し な い こ
と が ⽰ 唆 さ れ た 。⼀⽅ ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト は 、ICU 退 室 後 の 抑 う つ
症 状 と 関 連 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ICU ⼊ 室 前 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト 、 ICU
⼊ 室 中 の 治 療 に 関 す る 因⼦のみで は 、ICU 退 室 後 の 抑 う つ 症 状 を 予 測 す る こ と は
で きず、更な る 因⼦の 検 討 が必要 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  


